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第
十
節
学
制
の
発
布
　
明
治
四
年
七
月
十
八
日
（
一
八
七
一
年
九
月
二
日
）
、
設
置
さ
れ
た
文
部
省
は
明
治
五
年
八
月
三
日
（
一
八
七
二
年
九
月
五
日
）
に
至
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
制
に
従
っ
て
、
画
一
的
強
制
的
学
区
制
を
採
用
し
、
全
国
を
八
大
学
区
に
分
つ
学
制
を
全
国
に
頒
布
し
た
。
即
ち
、
従
来
、
府
県
立
の
公
立
学
校
を
廃
し
、
東
校
を
第
一
大
学
区
東
京
医
学
校
、
南
校
を
第
一
大
学
区
東
京
第
一
番
中
学
校
、
旧
開
成
所
を
改
称
し
た
洋
学
所
を
第
二
番
中
学
校
、
大
阪
開
成
所
を
第
四
大
学
区
大
阪
第
一
番
中
学
校
、
大
阪
医
学
校
を
第
四
大
学
区
大
阪
医
学
校
、
長
崎
広
運
館
を
第
六
大
学
区
長
崎
第
一
番
中
学
校
、
長
崎
医
学
校
を
第
六
大
学
区
長
崎
医
学
校
と
そ
れ
ぞ
れ
改
称
し
た
。
今
、
こ
の
学
制
（
文
部
省
布
達
、
第
十
四
号
）
を
抄
録
す
る
。
　
今
般
学
制
御
確
定
相
成
候
二
付
御
布
告
書
井
学
制
章
程
共
別
冊
相
渡
候
　
間
自
今
右
目
的
相
立
処
分
可
伺
出
候
也
　
　
但
学
制
之
儀
ハ
御
確
定
相
成
候
得
共
経
費
之
儀
ハ
未
タ
御
決
裁
不
相
　
　
成
候
二
付
右
学
制
二
基
キ
新
旧
興
廃
之
次
第
成
丈
為
相
運
候
儀
ハ
勿
　
　
論
二
候
得
共
新
二
官
費
二
関
係
致
候
義
ハ
即
時
施
行
不
相
成
候
事
　
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
学
　
制
　
　
大
中
小
学
区
ノ
事
第
一
章
全
国
ノ
学
政
ハ
之
ヲ
文
部
一
省
二
統
フ
第
二
章
全
国
ヲ
大
分
シ
テ
八
大
区
ト
ス
之
ヲ
大
学
区
ト
称
シ
毎
区
大
　
学
校
一
所
ヲ
置
ク
　
　
　
O
学
校
ノ
事
第
二
＋
章
学
校
ハ
三
筆
区
別
美
学
中
学
小
学
ナ
毒
襟
瑠
　
　
　
○
大
　
学
第
三
十
八
章
　
大
学
ハ
高
尚
ノ
諸
学
ヲ
教
ル
専
門
科
ノ
学
校
ナ
リ
其
学
　
科
大
略
左
ノ
如
シ
　
　
理
学
　
　
化
学
　
　
法
学
　
　
医
学
　
　
数
理
学
　
　
　
O
教
員
ノ
事
第
四
十
二
章
大
学
校
教
員
ハ
学
士
ノ
称
ヲ
得
シ
モ
ノ
ニ
非
サ
レ
ハ
許
　
サ
ス
　
　
海
外
留
学
生
規
則
ノ
事
第
六
十
三
章
　
（
前
略
）
　
上
等
留
学
生
ハ
大
学
ノ
学
科
卒
業
ノ
モ
ノ
　
ヨ
リ
撰
ム
第
七
十
一
章
　
大
学
校
二
於
テ
専
門
ノ
学
科
ヲ
卒
業
セ
シ
モ
ノ
ハ
官
撰
一223一
第
、
十
節
　
　
学
制
の
発
布
ヲ
以
テ
順
次
識
離
奔
遜
曄
狸
秀
戸
議
楚
烈
刃
灘
貌
樽
誇
讃
詳
ハ
瀦
難
蕩
力
房
海
外
・
派
　
出
シ
其
業
ヲ
シ
テ
一
層
精
密
錬
熟
セ
シ
ム
是
ヲ
上
等
留
学
生
ト
ス
第
七
十
三
章
　
上
等
留
学
生
ハ
通
常
年
限
満
三
年
ト
ス
ヘ
シ
第
七
十
五
章
　
上
等
留
学
生
ハ
定
員
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
多
キ
モ
三
十
人
　
二
過
ク
ヘ
カ
ラ
ス
第
七
十
六
章
　
大
学
設
置
ノ
目
二
当
ツ
テ
中
等
留
学
生
ヲ
設
ク
ル
ハ
其
　
時
ニ
ヨ
ル
ヘ
シ
第
七
十
八
章
　
上
等
留
学
生
学
資
　
千
五
百
ド
ル
ラ
ル
ヨ
リ
千
八
百
ド
ル
．
ラ
ル
迄
　
但
牲
返
旅
費
支
度
料
前
章
二
同
シ
　
　
　
O
学
費
ノ
事
第
九
十
二
章
　
当
今
学
事
ヲ
助
ク
ル
ニ
官
金
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
ノ
左
ノ
目
　
的
ノ
外
二
出
ッ
ヘ
カ
ラ
ス
一
李
校
ノ
纂
癸
学
校
・
備
フ
ヘ
キ
書
籍
器
藩
堰
磐
　
　
　
ナ
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
姑
息
ノ
弊
止
マ
ス
シ
テ
生
徒
ノ
学
業
ヲ
妨
ク
　
　
　
ル
甚
多
シ
タ
ト
ヒ
完
全
ナ
ラ
ス
ト
雄
ト
モ
其
費
用
少
シ
ト
セ
ス
　
　
　
究
理
舎
密
其
他
百
工
技
術
必
器
械
ヲ
以
テ
之
ヲ
教
授
ス
此
等
　
　
　
ノ
費
生
徒
悉
ク
弁
シ
得
ル
能
ハ
ス
伽
テ
官
ヨ
リ
之
ヲ
助
ク
第
九
十
四
章
　
大
学
校
ニ
ア
リ
テ
ハ
生
徒
ノ
受
業
料
一
月
七
円
五
十
銭
　
ヲ
相
当
ト
ス
外
二
六
円
四
円
ノ
ニ
等
ヲ
設
ケ
相
当
ノ
受
業
料
ヲ
納
ル
　
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
・
為
ニ
ス
第
九
十
六
章
諸
学
校
二
於
テ
ハ
第
九
十
四
章
定
ル
所
ノ
受
業
料
ヲ
以
　
テ
便
宜
ヲ
計
リ
其
学
校
ヲ
保
護
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ヘ
シ
然
レ
ト
モ
生
　
徒
ノ
多
少
ト
学
校
ノ
高
下
ト
ニ
ヨ
ツ
テ
其
保
護
ス
ル
ノ
費
不
足
ヲ
生
　
ス
ヘ
シ
コ
レ
ハ
其
校
ノ
情
態
二
応
シ
少
シ
ク
受
業
料
ヲ
勘
酌
ス
ル
コ
　
ト
妨
ケ
ナ
シ
ト
ス
　
　
但
大
学
校
及
外
国
教
師
ア
ル
中
学
校
二
於
テ
ハ
多
分
ノ
不
足
ヲ
生
　
　
ス
ル
ハ
言
ヲ
待
タ
ス
是
官
ノ
助
力
ア
ル
所
以
ト
イ
ヘ
ト
モ
各
校
ノ
　
　
情
態
同
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
以
テ
之
二
応
シ
亦
少
シ
ク
受
業
料
ヲ
　
　
斜
酌
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
第
百
二
章
　
当
今
外
国
教
師
ア
ル
学
校
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
費
用
ハ
本
省
ヨ
リ
直
二
之
ヲ
管
翼
地
方
官
蕎
状
ヲ
具
シ
テ
本
省
二
婆
へ
皐
　
外
国
人
ヲ
雇
入
タ
ル
学
　
校
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス
第
百
三
章
　
将
来
大
中
学
ヲ
設
ケ
及
之
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
費
用
モ
前
二
伺
　
シ
　
　
但
其
教
員
ア
ル
ヲ
待
テ
追
々
設
立
ス
ヘ
シ
第
百
五
章
　
凡
大
中
小
学
校
ノ
営
繕
ハ
公
私
共
務
テ
完
全
ナ
ル
ヲ
期
ス
　
若
目
前
ノ
速
成
ヲ
欲
シ
テ
事
姑
息
二
渉
ラ
ハ
到
底
得
ル
所
ナ
カ
ル
ヘ
　
シ
故
二
其
力
ヲ
計
リ
今
年
其
一
ヲ
ナ
シ
明
年
其
ニ
ヲ
ナ
シ
順
次
進
歩
　
数
年
ヲ
期
シ
テ
全
国
ノ
完
整
二
至
ル
ヲ
要
ス
　
　
但
生
徒
学
業
ノ
事
二
至
リ
テ
ハ
一
日
モ
忽
ニ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
ト
イ
ヘ
　
　
ト
モ
広
ク
全
局
ヲ
見
テ
宜
ク
本
末
順
序
ヲ
誤
ル
ヘ
カ
ラ
ス
こ
の
学
制
は
更
に
、
八
月
中
に
、
誤
謬
訂
正
が
行
な
わ
れ
た
が
一224一
（
文
部
省
布
達
、
第
二
十
二
号
）
、
そ
れ
は
第
三
十
八
章
の
「
大
学
科
目
中
化
学
ヲ
改
メ
テ
文
学
ト
シ
数
理
学
ノ
三
字
ヲ
削
ル
」
と
か
、
第
九
十
二
章
の
「
大
学
校
営
繕
云
々
ノ
細
書
中
舎
密
ノ
ニ
字
ヲ
改
メ
テ
化
学
ト
ス
」
な
ど
で
あ
っ
た
。
「
明
治
碧
聯
霧
課
霧
簿
」
に
よ
設
．
医
学
校
改
称
の
こ
と
は
第
十
九
号
を
以
て
九
月
八
目
（
陽
暦
十
月
十
日
）
に
長
崎
に
達
せ
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
阪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
　
学
　
校
　
右
第
四
大
学
区
医
学
校
与
改
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
崎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
　
学
　
校
　
右
第
六
大
学
区
医
学
校
ト
改
称
　
　
　
　
（
中
略
）
　
右
之
通
改
称
相
成
候
条
為
心
得
此
段
相
達
候
也
　
　
　
壬
申
　
　
　
　
八
月
十
八
日
　
　
　
　
　
文
部
省
　
八
月
十
八
日
（
陽
暦
九
月
二
十
日
）
に
は
文
部
省
は
「
外
国
教
師
ニ
テ
教
授
ス
ル
医
学
教
則
」
を
各
府
県
に
発
し
、
学
制
の
万
全
を
期
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
　
　
印
（
宮
川
）
諸
府
県
管
内
二
於
テ
外
国
教
師
ヲ
以
教
授
ス
ル
中
学
及
医
学
有
之
ハ
別
需
之
通
リ
其
学
校
へ
相
達
シ
可
申
候
其
上
官
金
拝
借
願
出
候
ハ
、
貧
富
之
次
第
取
調
地
方
官
之
見
込
と
も
相
添
当
省
へ
可
申
出
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
　
壬
申
八
月
十
八
目
（
「
明
治
六
年
壬
申
、
文
部
省
布
達
留
附
出
張
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
往
復
、
学
務
掛
（
課
）
」
）
　
　
　
外
国
教
師
ニ
テ
教
授
ス
ル
医
学
教
則
（
別
紙
）
一一一一一
此
医
学
ノ
生
徒
ハ
上
下
ノ
小
学
教
科
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
年
齢
十
四
歳
以
上
ノ
者
入
学
ヲ
許
ス
此
医
学
二
入
ル
モ
ノ
最
初
預
科
四
級
ヲ
洋
語
ニ
テ
授
ク
是
医
学
二
入
ル
ノ
階
梯
ニ
シ
テ
此
限
リ
ニ
ケ
年
ト
ス
預
科
二
四
級
ヲ
置
キ
本
科
二
十
級
ヲ
設
ク
各
級
六
ケ
月
ノ
程
課
ト
定
ム
毎
級
試
業
ア
ル
可
シ
第
十
級
ノ
諸
科
卒
ル
ノ
後
大
試
業
ヲ
行
ヒ
落
第
ス
ル
モ
ノ
ハ
更
二
第
二
級
第
一
級
ノ
科
ヲ
修
メ
シ
メ
再
ヒ
試
問
二
就
カ
シ
ム
各
級
卒
業
セ
ル
モ
ノ
ハ
大
試
問
ヲ
経
テ
医
学
ノ
等
級
ヲ
定
メ
免
状
ヲ
与
フ
ル
ヲ
法
ト
ス
免
状
ノ
例
ハ
巻
末
二
附
ス
別
二
変
則
医
学
ノ
一
則
ヲ
設
ク
此
二
入
ル
モ
ノ
ハ
年
齢
廿
歳
以
上
三
十
歳
以
下
ニ
シ
テ
粗
医
術
ノ
旨
趣
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
入
学
ヲ
許
ス
変
則
医
学
ハ
本
真
ノ
医
学
ニ
ア
ラ
ス
早
ク
実
地
二
就
キ
治
術
ヲ
得
ル
ノ
教
則
ニ
シ
テ
此
学
科
ヲ
六
級
二
分
チ
三
ケ
年
ヲ
卒
業
期
限
ト
一225一
　
　
　
第
十
節
　
学
制
の
発
布
　
　
ス
一
　
右
卒
業
セ
ル
モ
ノ
ハ
大
試
問
ヲ
経
テ
免
状
ヲ
与
フ
ヘ
シ
其
例
末
二
　
　
］
不
ス
　
　
　
預
科
教
則
第
四
級
　
一
　
日
耳
曼
学
　
　
読
法
　
　
書
法
　
　
文
法
初
歩
　
　
単
文
綴
　
　
考
慮
演
習
　
二
　
羅
旬
学
　
　
文
法
罐
繍
変
化
形
容
詞
　
三
　
数
　
学
　
　
算
術
禦
鱗
同
活
用
雑
題
　
　
幾
何
学
離
鯉
輻
鱗
及
其
性
質
第
三
級
　
一
　
日
耳
曼
学
　
　
読
法
及
覆
文
　
　
作
文
　
　
成
句
論
　
　
考
慮
演
習
　
　
文
章
分
解
　
二
　
羅
旬
学
　
　
復
習
　
　
代
名
詞
　
　
数
詞
　
　
動
詞
　
　
単
文
之
綴
　
三
　
数
　
学
　
　
算
術
尋
常
分
数
ー
寄
零
分
数
　
雑
題
　
　
　
　
権
衡
f
尺
度
ー
金
貨
之
算
則
　
　
代
数
学
　
第
一
方
程
式
　
自
乗
法
　
求
根
法
　
　
度
　
学
第
一
一
級
　
一
　
日
耳
日
夏
学
　
　
長
篇
読
法
　
　
考
慮
演
習
　
　
話
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
　
地
理
書
弁
物
書
等
要
処
推
敵
　
二
　
羅
旬
学
　
　
復
習
　
　
成
旬
論
　
　
小
演
習
　
　
日
耳
曼
文
羅
旬
文
交
互
醗
訳
　
三
　
数
　
学
　
　
算
術
難
劃
墾
触
度
ー
変
化
複
習
　
　
代
数
学
　
算
術
度
学
之
比
較
法
　
対
数
法
　
　
幾
何
学
　
理
学
上
照
応
三
角
術
第
一
級
　
一
　
日
耳
曼
学
　
　
名
家
文
章
読
法
及
抜
葦
推
敲
　
二
　
四
維
旬
学
　
　
復
　
習
　
　
医
学
関
係
演
習
蘇
訳
　
三
　
数
　
学
一226一
　
　
要
綱
ナ
ル
復
習
及
推
例
自
試
　
　
実
地
数
学
　
　
　
医
学
教
則
第
十
級
　
一
　
記
載
解
剖
学
　
二
　
無
機
化
学
　
三
　
磧
物
学
　
四
　
動
物
学
第
九
級
　　　　第
五四三二一八五四三二一
　　　　級
第
七
級
生
理
各
論
窮
理
学
植
物
学
有
機
化
学
外
科
総
論
解
剖
技
術
化
学
演
習
生
理
総
論
外
科
各
論
翻
帯
学
第
三
章
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
　　　　　第　　　　　第　　　　　第
五四三二一四五四三二一五五四三二一六五四三二一
　　　　　級　　　　　級　　　　　級
病
理
及
内
科
総
論
組
織
学
薬
剤
学
整
骨
学
病
体
解
剖
学
解
剖
復
講
生
理
復
講
病
理
及
内
科
各
論
外
科
手
術
学
外
科
臨
床
講
義
聴
講
診
察
法
製
薬
法
内
科
臨
床
講
義
聴
講
外
科
臨
床
講
義
自
験
外
科
手
術
演
習
眼
科
学
産
科
学
外
来
外
科
臨
床
講
義
及
活
体
手
術
内
科
臨
床
講
義
自
験
屍
体
上
裁
断
及
手
術
演
習
随
意
一227一
第
三
級
六五四三二一
第
十
節
　
学
制
の
発
布
外
来
内
科
臨
床
講
義
自
験
眼
科
臨
床
講
義
自
験
婦
人
病
産
科
及
外
来
婦
人
病
臨
床
講
義
外
来
外
科
臨
床
講
義
自
験
随
意
医
律
第
二
級
　
実
地
経
験
第
一
級
　
実
地
経
験
　
　
　
変
則
医
学
教
則
第
六
級
　
化
　
　
学
　
理
　
　
学
　
解
剖
学
　
解
剖
技
術
　
数
　
　
学
第
五
級
　
原
生
学
　
原
病
学
　
薬
剤
学
第
四
級
　
外
科
学
　
内
科
学
　
繍
帯
学
　
整
骨
学
第
三
級
　
内
科
臨
床
講
義
　
外
科
臨
床
講
義
　
診
察
法
　
病
体
解
剖
学
第
二
級
　
眼
科
学
　
産
科
学
　
婦
人
病
　
屍
体
上
手
術
演
習
第
一
級
　
実
地
経
験
　
校
　
印
第
何
期
　
学
科
教
師
之
判
断
標
記
　
　
生
徒
姓
名
大
試
業
甲
乙
事
故
及
考
按
一　228一
記
載
解
剖
学
無
機
化
学
磧
物
学
動
物
学
生
理
各
論
理
　
　
学
植
物
学
有
機
化
学
外
科
総
論
解
剖
技
術
化
学
演
習
生
理
総
論
外
科
各
論
繍
帯
学
病
理
及
内
科
総
論
組
織
学
薬
剤
学
整
骨
学
病
体
解
剖
解
剖
復
論
生
理
復
論
病
理
及
内
科
各
論
外
科
手
術
学
　
　
第
三
章
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
外
科
臨
床
講
義
　
聴
講
診
察
法
製
薬
学
内
科
臨
床
講
義
　
聴
講
外
科
臨
床
講
義
　
自
験
外
科
手
術
演
習
眼
科
学
産
科
学
外
来
外
科
学
臨
床
講
義
及
活
体
手
術
内
科
臨
床
講
義
自
験
屍
体
上
裁
断
及
手
術
演
習
随
意
外
来
内
科
臨
床
講
義
自
験
眼
科
臨
床
講
義
婦
人
病
産
科
及
外
来
婦
人
病
臨
床
講
義
外
来
外
科
臨
床
講
義
自
験
随
意
医
　
　
律
実
地
経
験
文
　
部
省
　
印
　第
教何
師等
姓
名
一229一
第
十
節
　
学
制
の
発
布
変
則
医
学
免
状
書
例
校
印
第
何
期
　
学
科
　
教
官
判
断
標
記
　
化
　
　
学
　
理
　
　
学
　
解
剖
学
　
解
剖
技
術
　
数
　
　
学
　
原
生
学
　
原
病
学
　
薬
剤
学
　
外
科
学
　
内
科
学
　
纐
帯
学
　
整
骨
学
　
内
科
臨
床
講
義
　
外
科
臨
床
講
義
　
診
察
法
　
病
体
解
剖
学
　
眼
科
学
　
産
科
学
　
婦
人
病
生
　
徒
姓
　
名
大
試
問
甲
乙
事
故
考
按
屍
体
上
手
術
演
習
実
地
経
験
省文
印部
　
こ
の
教
則
は
更
に
十
月
十
七
日
り
、
文
部
省
の
達
に
よ
っ
て
万
全
を
期
さ
れ
た
が
、
（
陽
暦
十
二
月
五
日
）
に
も
、
叉
、
に
も
、
布
達
を
発
し
て
補
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
申
、
文
部
省
布
達
留
附
出
張
所
往
復
、
学
務
掛
（
課
）
」
）
　
　
（
朱
）
　
第
三
十
五
号
　
旧
藩
県
已
来
引
続
キ
外
国
教
師
雇
入
医
学
語
学
等
中
学
ノ
類
相
開
今
日
　
迄
生
徒
教
育
致
居
候
者
不
少
此
等
ノ
学
校
ハ
旧
藩
県
適
宜
ヲ
以
テ
取
設
　
候
義
二
付
一
方
ニ
シ
テ
教
員
ノ
教
師
雇
入
或
ハ
一
県
ニ
シ
テ
巨
万
ノ
金
　
ヲ
費
ヤ
シ
其
不
平
不
同
申
迄
モ
無
之
然
ル
ニ
今
般
教
育
ノ
方
法
ヲ
確
定
　
シ
生
徒
ノ
成
業
ヲ
シ
テ
務
テ
遠
大
二
期
セ
ラ
ル
ヘ
キ
御
趣
意
ニ
ヨ
リ
学
　
制
御
発
行
相
成
候
二
付
テ
ハ
教
育
上
二
於
テ
萬
事
萬
般
一
範
二
帰
シ
学
　
校
ノ
規
模
教
科
ノ
順
序
等
ハ
不
及
申
随
テ
諸
入
費
支
給
ノ
道
二
於
テ
モ
　
成
丈
全
国
二
均
一
平
分
シ
彼
二
厚
ク
此
二
薄
キ
ノ
類
無
之
様
不
致
テ
ハ
　
不
相
成
儀
二
候
処
右
従
前
ノ
諸
学
校
其
儘
差
置
候
テ
ハ
偏
重
ノ
弊
難
止
　
教
育
広
普
ノ
御
趣
意
不
相
貫
不
得
止
之
次
第
二
付
前
書
学
校
ノ
儀
一
旦
　
　
第
何
等
　
　
　
教
　
官
　
姓
　
名
（
陽
暦
十
一
月
十
七
日
）
に
至
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
五
目
同
月
七
日
（
陽
暦
十
二
月
七
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
（
「
明
治
六
年
壬
一230一
悉
可
相
廃
止
候
然
ル
ニ
当
今
庶
民
ノ
子
弟
正
シ
ク
小
学
ノ
順
序
ヲ
踏
ム
ニ
非
レ
圧
筆
算
作
文
等
ノ
稽
古
相
運
候
年
齢
十
五
歳
以
上
ニ
モ
及
今
ヨ
リ
中
学
修
業
不
致
テ
ハ
不
相
成
者
ノ
為
中
学
校
設
立
ノ
義
是
叉
今
日
ノ
急
務
二
候
処
御
国
内
二
於
未
タ
中
学
ノ
教
師
無
之
中
学
ノ
教
科
未
タ
施
シ
難
ク
候
二
付
先
以
八
大
学
区
本
部
二
於
テ
其
区
中
人
民
ノ
為
外
国
教
師
ニ
テ
教
授
ス
ル
中
学
各
一
ケ
所
相
興
候
此
中
学
二
入
リ
他
日
成
業
ノ
者
ハ
或
ハ
大
学
二
入
或
ハ
真
中
学
教
師
二
相
成
様
可
致
候
依
テ
ハ
従
前
外
国
教
師
傭
入
置
候
学
校
有
之
府
県
二
於
テ
ハ
左
ノ
処
分
可
相
心
得
候
事
一
　
旧
藩
県
已
来
其
適
宜
ヲ
以
テ
外
国
教
師
傭
入
有
之
諸
学
校
ノ
儀
今
　
　
般
悉
皆
廃
止
候
事
一
　
右
外
国
教
師
条
約
期
限
中
給
料
ノ
義
ハ
当
省
汐
可
相
渡
事
一
　
右
条
約
期
限
中
地
方
ノ
見
込
ヲ
以
テ
保
護
ノ
道
相
立
或
ハ
人
民
私
　
　
財
ヲ
以
テ
学
費
相
弁
引
続
教
育
為
致
候
義
ハ
不
苦
尤
学
科
教
則
等
　
　
　
マ
ヤ
　
　
ハ
悉
細
可
伺
出
候
事
一
　
医
学
校
ヲ
病
院
二
引
直
シ
治
療
ノ
方
法
教
師
質
問
授
業
致
候
儀
ハ
　
　
不
苦
候
事
八
大
学
区
本
部
へ
外
国
教
師
ニ
テ
教
授
ス
ル
中
学
校
一
ケ
所
設
立
候
二
付
テ
ハ
右
学
校
ノ
規
則
入
学
之
期
限
等
ハ
追
テ
一
般
可
相
達
候
事
　
但
東
京
大
阪
長
崎
ノ
三
ケ
所
ハ
従
前
其
設
有
之
候
間
新
立
不
致
候
事
　
　
壬
申
十
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
　
部
　
省
去
ル
五
日
相
達
候
当
省
第
四
拾
号
布
令
別
紙
雛
形
不
都
合
之
廉
有
之
候
二
付
更
二
相
達
候
間
最
前
相
廻
候
雛
形
は
引
替
可
被
相
返
候
也
省
壬
申
十
一
月
七
日
　
第
何
号
　
　
　
　
某
府
県
貫
轟
族
卒
或
ハ
平
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
　
誰
　
雇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
　
国
　
人
某
学
教
師
　
　
住
所
　
　
給
料
　
　
期
限
　
　
　
何
処
　
　
　
三
十
日
二
付
何
国
鯉
朋
嗣
嬰
マ
ケ
年
右
傭
入
差
許
候
事
　
但
雇
差
免
候
節
ハ
此
許
状
返
納
之
事
　
年
月
日
文
　
部
　
省
誰
　
壬
申
陵
部
障
一
何
　
歳
　
　
　
外
務
省
免
状
願
先
般
御
指
令
相
成
候
通
何
国
誰
ト
条
約
取
結
申
候
間
外
務
省
免
状
御
渡
被
下
度
別
案
約
書
和
婁
共
四
通
相
添
此
段
奉
頼
蟹
上
纈
響
樋
横
文
共
壱
通
ッ
・
督
学
局
二
出
シ
各
一
通
ハ
府
県
へ
遣
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵡
属
族
　
　
　
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
何
　
誰
　
印
一231一
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
　
　
第
十
節
　
学
制
の
発
布
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
区
取
締
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
　
某
　
印
　
　
某
嬰
殊
宛
　
　
府
県
添
書
当
暫
族
誰
購
婁
通
笛
諮
免
状
議
願
出
候
間
御
渡
有
産
候
也　
年
月
日
　
　
外
国
教
師
雇
継
願
一
　
何
学
教
師
一
　
給
料
　
　
同
前
一
　
雇
継
期
限
　
同
前
一
　
住
所
　
　
同
一
　
塾
名
　
　
同
何
　
国
　
人
某
嬰
次
官
印
誰
■
当
何
歳
右
者
教
師
先
般
御
許
可
之
上
雇
入
置
候
処
来
ル
何
月
何
日
満
期
相
成
候
二
付
前
書
之
通
ニ
テ
雇
継
仕
度
候
間
御
免
状
差
出
シ
此
段
奉
願
候
以
上
願
書
四
通
内
一
通
ハ
督
学
局
二
出
シ
一
通
ハ
府
県
江
遣
ス
ヘ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
属
　
族
　
　
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
何
某
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
区
取
締
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
　
某
　
印
　
　
　
　
轟
羨
官
宛
　
　
　
　
府
県
添
書
当
嬰
族
誰
騎
婁
通
外
国
教
師
雇
継
之
儀
願
出
候
処
於
鵡
萎
　
無
之
候
間
御
許
容
相
成
候
様
仕
度
候
也
　
　
　
年
督
　
　
　
　
某
暫
春
印
　
　
　
　
大
中
少
督
学
宛
　
こ
こ
で
更
め
て
生
徒
を
募
り
、
ド
イ
ツ
医
学
の
輸
入
が
実
現
し
、
プ
ロ
シ
ア
人
シ
モ
ン
ス
を
雇
い
、
ド
イ
ツ
語
・
ラ
テ
ン
語
を
教
授
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
明
治
四
年
十
二
月
か
ら
明
治
五
年
七
月
に
か
け
て
、
わ
が
国
の
金
融
界
に
は
大
き
な
変
動
が
起
っ
て
い
た
。
云
う
ま
で
も
な
く
、
幕
府
時
代
以
来
の
通
貨
制
度
を
改
革
し
て
、
新
貨
幣
制
度
を
採
用
す
べ
き
段
階
で
も
あ
っ
た
の
で
、
大
蔵
大
輔
井
上
馨
等
の
努
力
に
よ
っ
て
、
「
万
国
普
通
良
法
」
に
基
い
た
新
貨
幣
制
度
の
達
書
が
発
せ
ら
れ
、
従
来
の
百
文
を
八
厘
と
定
め
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
貨
幣
制
度
の
改
革
は
当
然
、
学
校
経
営
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
四
年
十
二
月
に
は
、
貨
幣
制
度
改
革
に
よ
る
医
学
校
の
諸
費
用
定
額
金
に
関
し
、
大
蔵
大
一　232一
輔
井
上
馨
は
長
崎
県
に
対
も
て
達
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
翌
五
年
一
月
二
十
九
日
（
一
八
七
二
年
三
月
八
日
）
、
更
に
次
の
達
書
を
発
し
た
。
　
其
県
下
広
運
館
井
医
学
校
諸
入
費
定
額
金
切
手
渡
方
之
儀
云
々
去
辛
未
　
十
二
月
相
達
置
候
得
共
文
部
省
所
轄
之
費
用
金
其
県
江
直
渡
致
シ
候
而
　
者
修
理
不
相
立
候
二
付
一
旦
同
省
江
相
渡
候
間
右
切
手
其
県
江
引
渡
之
　
上
同
省
官
員
汐
請
取
方
申
出
候
ハ
・
販
前
之
手
順
を
以
渡
方
取
計
可
申
　
候
事
　
　
　
壬
申
正
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
蔵
大
輔
井
上
馨
（
印
）
　
　
　
　
長
崎
県
宮
川
権
令
殿
　
四
月
二
十
五
日
（
陽
暦
五
月
三
十
一
日
）
、
太
政
官
は
　
御
雇
外
国
人
給
料
之
義
従
前
貨
幣
之
品
位
一
定
ナ
ラ
サ
ル
ヨ
リ
洋
銀
二
　
而
取
極
致
約
定
来
候
処
已
二
新
貨
御
発
行
二
付
而
者
已
来
雇
入
候
節
ハ
　
新
貨
を
以
給
料
取
極
約
定
本
位
金
貨
ヲ
元
二
立
可
為
様
且
是
迄
雇
入
之
　
分
も
追
々
同
様
約
定
引
直
候
様
可
致
事
　
　
但
願
済
之
上
相
対
二
而
雇
入
候
分
モ
同
様
可
相
心
得
事
　
　
　
壬
申
四
月
廿
五
日
　
　
　
　
太
政
官
　
と
云
う
達
を
発
し
た
が
、
こ
の
外
国
人
雇
入
に
関
す
る
達
が
行
な
わ
れ
て
問
も
な
い
五
月
七
日
（
陽
暦
六
月
十
二
目
）
、
太
政
官
は
従
来
の
通
称
、
名
乗
の
一
定
を
計
る
べ
き
達
を
発
し
た
。
　
従
来
通
称
名
乗
両
様
相
用
来
候
輩
自
今
一
名
タ
ル
ヘ
キ
事
　
　
　
壬
申
五
月
七
日
　
　
　
　
　
太
政
官
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
　
こ
れ
よ
り
先
、
明
治
四
年
十
二
月
に
長
崎
県
に
達
せ
ら
れ
た
医
学
校
の
定
額
金
に
関
す
る
大
蔵
省
の
達
に
対
し
、
長
崎
県
で
は
明
治
五
年
七
月
二
十
目
（
陽
暦
八
月
二
十
三
日
）
に
至
り
、
次
の
伺
書
を
提
出
し
た
。
　
　
　
当
県
下
江
御
取
設
二
相
成
居
候
広
運
館
井
学
校
諸
入
費
之
義
二
付
　
　
　
相
窺
候
書
付
　
当
県
下
江
御
取
設
二
相
成
居
候
広
運
館
井
医
学
校
諸
入
費
之
儀
文
部
省
　
汐
追
々
建
言
之
趣
も
有
之
広
運
館
之
方
壱
万
弐
千
両
一
ケ
年
四
度
二
割
　
合
医
学
校
之
方
ハ
一
ケ
年
弐
万
円
月
々
渡
方
之
積
年
分
定
額
御
決
議
二
　
有
之
其
段
文
部
省
δ
御
達
二
相
成
候
二
付
而
者
右
金
高
切
手
を
以
一
時
　
被
相
渡
置
候
条
請
取
方
可
申
出
依
而
示
来
同
省
官
員
汐
於
当
地
受
取
方
　
申
出
之
右
之
趣
を
以
渡
方
可
取
計
旨
辛
未
十
二
月
十
九
日
御
沙
汰
之
趣
　
二
付
其
以
来
右
之
通
取
計
来
候
処
右
御
達
書
辛
未
十
月
δ
右
之
割
合
を
　
以
相
渡
候
様
医
学
校
み
懸
合
来
候
処
辛
未
十
二
月
迄
之
処
ハ
従
前
之
定
　
額
米
月
割
を
以
相
渡
来
候
義
二
付
同
十
二
月
δ
御
改
正
定
額
を
以
可
相
　
渡
儀
与
存
候
得
共
当
県
銀
難
差
究
此
段
伺
上
申
候
間
【
関
～
至
急
二
御
　
差
図
被
下
候
以
上
　
　
　
壬
申
七
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
（
長
崎
県
）
　
　
大
蔵
省
　
御
中
　
こ
れ
に
対
し
、
．
八
月
二
十
二
日
（
陽
暦
九
月
二
十
四
日
）
、
大
蔵
大
輔
井
上
馨
は
、
医
学
校
の
提
出
し
た
定
額
金
に
関
す
る
次
の
文
書
を
発
し
た
。
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第
十
節
　
学
制
の
発
布
　
書
面
医
学
校
定
額
金
之
儀
辛
未
十
月
5
壬
申
九
月
迄
十
ニ
ケ
月
分
金
弐
　
万
両
切
手
ヲ
次
文
部
省
江
相
渡
有
之
付
惣
而
辛
未
十
二
月
其
県
江
相
達
　
置
候
振
合
ヲ
以
渡
方
可
取
計
事
　
　
　
壬
申
八
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奏
輔
井
上
馨
（
響
　
こ
の
よ
う
な
定
額
金
の
文
書
往
復
の
あ
っ
た
頃
、
即
ち
、
六
月
二
十
五
日
（
陽
暦
七
月
三
十
日
）
に
布
告
さ
れ
た
第
百
九
十
一
号
達
に
よ
る
府
県
諸
拝
借
証
書
改
正
に
つ
い
て
も
七
月
二
十
三
日
（
陽
暦
八
月
二
十
六
日
）
に
達
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
同
日
、
藩
札
に
対
す
る
解
説
を
行
な
う
と
共
に
新
貨
幣
制
度
の
前
年
末
の
相
場
決
定
を
確
認
し
た
。
更
に
同
月
二
十
八
日
（
陽
暦
八
月
三
十
一
日
）
、
太
政
官
第
二
百
六
号
達
を
以
て
、
旧
藩
紙
幣
を
明
治
四
年
七
月
十
四
日
（
一
八
七
一
年
八
月
二
十
九
日
）
の
相
場
で
引
換
え
る
達
を
確
認
、
解
説
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
維
新
当
時
の
財
政
の
安
定
を
計
ろ
う
と
す
る
改
革
に
外
な
ら
な
か
っ
た
が
、
太
政
官
は
更
に
八
月
十
三
日
（
一
八
七
二
年
九
月
十
五
日
）
、
第
二
百
二
十
五
号
達
を
以
て
、
新
紙
幣
の
う
ち
の
百
円
、
五
十
円
の
両
種
に
つ
い
て
規
範
を
明
示
し
、
同
月
十
九
日
（
陽
暦
九
月
二
十
一
日
）
に
は
洋
銀
の
為
替
に
つ
い
て
も
達
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
九
月
二
十
七
日
（
陽
暦
十
月
二
十
九
日
）
に
は
旧
藩
紙
幣
と
新
貨
幣
と
の
免
換
に
つ
い
て
も
達
書
を
発
し
、
更
に
学
校
経
営
に
関
し
て
は
十
月
二
十
八
日
（
陽
暦
十
一
月
二
十
八
日
）
、
文
部
省
は
第
三
十
八
号
を
以
て
次
の
達
を
発
し
た
。
　
先
般
学
制
御
発
令
以
来
第
三
号
布
令
従
来
府
県
二
於
テ
取
設
ケ
候
学
校
　
一
旦
悉
ク
令
廃
止
云
々
第
三
十
五
号
布
令
旧
藩
県
以
来
引
続
外
国
教
師
　
雇
入
有
之
学
校
之
儀
茂
一
旦
悉
ク
可
相
廃
止
云
々
既
二
相
達
候
上
ハ
従
　
来
各
府
県
二
於
テ
学
事
二
相
用
候
金
額
茂
勿
論
同
様
相
廃
止
候
儀
二
有
　
之
候
処
従
前
府
県
定
額
中
ヨ
リ
学
事
二
相
用
候
金
者
干
今
存
在
致
居
候
　
様
相
心
得
候
向
茂
有
之
哉
二
相
聞
候
処
右
者
当
十
月
以
後
各
於
地
方
学
　
事
二
関
ス
ル
金
額
等
一
切
無
之
事
二
候
条
此
段
更
二
相
達
候
也
　
　
　
壬
申
十
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
　
部
　
省
　
な
お
、
第
四
大
学
区
医
学
校
は
十
月
二
日
（
陽
暦
十
一
月
二
日
）
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
衛
生
行
政
と
し
て
は
、
同
日
、
人
身
売
買
が
禁
止
さ
れ
、
芸
娼
妓
解
放
を
布
達
し
て
お
り
、
又
、
九
月
十
九
日
（
陽
暦
十
月
二
十
一
日
）
に
は
文
部
省
は
布
達
第
二
十
九
号
を
以
て
、
従
来
、
東
校
へ
申
出
て
、
詮
議
の
上
、
免
状
を
渡
し
て
い
た
種
痘
医
師
の
免
許
を
地
方
官
限
り
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
明
治
五
年
十
一
月
九
日
（
一
八
七
二
年
十
二
月
九
日
）
、
太
陰
暦
一　234　一
を
太
陽
暦
に
改
め
る
詔
書
が
発
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
、
太
陽
暦
が
採
用
さ
れ
、
近
代
的
科
学
に
よ
る
生
活
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
詔
　
書
　
朕
惟
フ
ニ
我
邦
通
行
ノ
暦
タ
ル
太
陰
ノ
朔
望
ヲ
以
テ
月
ヲ
立
テ
太
陽
ノ
　
纒
度
二
合
ス
故
二
二
三
年
間
必
ス
閏
月
ヲ
置
カ
サ
ル
ヲ
得
ズ
置
閏
ノ
前
　
後
時
二
季
候
ノ
早
晩
ア
リ
終
二
推
歩
ノ
差
ヲ
生
ス
ル
ニ
至
ル
殊
二
中
下
　
段
二
掲
ル
所
ノ
如
キ
ハ
率
子
妄
誕
無
稽
二
属
シ
人
知
ノ
開
達
ヲ
妨
ル
モ
　
ノ
少
シ
ト
セ
ズ
蓋
シ
太
陽
暦
ハ
太
陽
ノ
纒
度
二
従
テ
月
ヲ
立
ッ
日
子
多
　
少
ノ
異
ア
リ
ト
錐
汗
季
候
早
晩
ノ
変
ナ
ク
四
歳
毎
二
一
目
ノ
閏
ヲ
置
キ
　
七
千
年
ノ
後
僅
二
一
日
ノ
差
ヲ
生
ス
ル
ニ
過
キ
ズ
之
ヲ
太
陰
暦
二
比
ス
　
レ
ハ
取
モ
精
密
ニ
シ
テ
其
便
不
便
モ
固
リ
論
ヲ
侯
タ
ザ
ル
ナ
リ
依
テ
自
　
今
旧
暦
ヲ
廃
シ
太
陽
暦
ヲ
用
ヒ
天
下
永
世
之
ヲ
遵
行
セ
シ
メ
ン
百
官
有
　
司
其
レ
斯
旨
ヲ
体
セ
ヨ
　
　
　
明
治
五
年
壬
申
十
一
月
九
日
　
同
日
は
別
に
「
一
今
般
太
陰
暦
ヲ
廃
シ
太
陽
暦
御
頒
行
相
成
候
二
付
来
ル
十
二
旦
一
百
ヲ
以
テ
明
治
六
年
一
月
一
日
ト
被
定
候
事
、
但
新
暦
鐘
板
出
来
次
第
頒
布
候
事
」
等
五
ヶ
条
に
亘
る
太
陽
暦
の
解
説
が
太
政
官
よ
り
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
月
十
三
日
（
陽
暦
十
二
月
十
三
日
）
、
大
蔵
太
輔
井
上
馨
は
貢
米
石
代
金
の
納
入
に
関
す
る
達
を
発
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
太
陽
暦
頒
布
に
よ
る
行
　
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
政
的
措
置
で
、
こ
の
改
暦
は
一
般
生
活
に
も
根
抵
か
ら
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
一
月
二
十
七
日
（
陽
暦
ナ
ニ
月
二
十
七
日
）
、
長
崎
県
庶
務
掛
は
次
の
文
書
を
公
布
し
た
。
　
今
般
改
暦
二
付
テ
ハ
十
二
月
三
日
ヲ
以
テ
一
月
一
日
ト
被
相
定
候
二
付
　
十
二
月
朔
日
ヨ
リ
休
暇
一
月
四
日
ヨ
リ
御
用
始
ト
相
心
得
候
様
御
達
相
　
成
候
二
付
為
御
心
得
此
段
及
御
通
達
候
也
　
　
　
壬
申
十
一
月
廿
七
目
　
　
　
　
庶
務
掛
　
こ
の
改
暦
に
当
り
、
明
治
五
年
十
一
月
二
十
九
日
（
陽
暦
十
二
月
二
十
九
日
）
は
休
目
に
相
当
し
て
い
た
が
、
改
年
が
縮
少
し
て
繰
上
げ
ら
れ
た
の
で
、
休
日
を
廃
し
て
事
務
を
執
っ
て
い
る
。
な
お
、
萌
治
碧
管
霧
課
霧
簿
」
に
よ
設
、
明
治
五
年
十
一
月
二
十
三
日
（
一
八
七
二
年
十
二
月
二
十
三
日
）
、
外
国
教
師
の
傭
入
免
状
の
再
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
　
第
四
十
六
号
　
外
国
教
師
傭
入
免
状
之
儀
過
日
第
四
十
号
布
令
雛
形
ヲ
以
テ
相
達
候
処
　
愈
議
之
次
第
有
之
候
間
取
消
候
条
此
迄
相
渡
置
候
雇
入
免
状
ノ
ミ
至
急
　
返
却
可
有
之
此
段
相
達
候
也
　
　
　
壬
　
申
　
　
　
十
一
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
　
部
　
省
　
　
追
テ
雇
入
免
状
ハ
不
日
更
二
相
渡
可
申
渡
候
事
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